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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）κ中間子は、I=1/2、
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のストレンジ・クォークを含む中間子である。もし、ストレンジネスを含まない、シグマ中間子が存在すれば、κ中間子の存在を期待することは自然である。実験的にも格子ゲージ理論を含む理論的な解析においても、シグマ中間子の存在は確実なものとなってきている。最近、E791とBESの二つの実験グループはκ中間子の候補と考えられる実験結果を報告している。我々は、この実験結果を格子ゲージ理論によるシミュレーションにより再現できるかを試みた。
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k

中間子プロパゲーターは
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クォークと
[image: image4.wmf]s

クォークより構成した。我々は
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クォークをヴァレンスクォークとして扱い、
[image: image6.wmf]u

クォークと
[image: image7.wmf]d

クォークをダイナミカル・クォークとして取り扱い、ウィルソン・フェルミオンとプラケット作用を使用した。κ中間子の質量は
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K

中間子質量の2倍程度という結論が得られた。
（英文）

  The kappa (κ) meson is a I=1/2, 
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scalar meson with strange. If the non-strange scalar meson sigma (σ), exits, it is natural to expect that theκalso exists. The existence of theσ has become plausible, and there have been many experimental and theoretical activities including lattice analyses. Recently, two groups (E791, BES) reported a candidate ofκ. We have started a lattice investigation to clarify whether this experimentally observed particle can reproduced on the lattice. The κ
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propagator is then composed of 
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 and 
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 lines. We treat the s quark as a valence, while 
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 and 
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 quarks are dynamical. We employ Wilson fermions and plaquette gauge action. We conclude that theκmeson mass is around twice that of 
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実施報告
I=1/2、
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スカラーチャネルに質量が800MeV程度の状態（κ中間子）の存在が報告（E791,BES）されている。理論的にも実験的にもσ中間子の存在は確立してきているため、カイラル
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対称性の多重項と考えるとκ中間子が存在することは自然である。我々はκ中間子に関して、強い相互作用の第1原理であるQCDに基づく格子シミュレーションを用いて、その存在可能性を検討した。

平成15年度まで実施してきたσ中間子のシミュレーションで生成したゲージ配位を利用して、κ中間子のプロパゲーターのシミュレーションを実施した。
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k

中間子のプロパゲーターを
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クォークと
[image: image20.wmf]s

クォークで構成し、ウィルソン・フェルミオン及びプラケット作用を採用して、
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の格子上でシミュレーションを実施した。β=4.8とし、
[image: image22.wmf]u

クォークのホッピングパラメータの値として0.1846、0.1874、0.1891を取り（σ中間子のシミュレーションと同じ）、
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クォーク用として、0.1835、0.1840、0.1891を採用した。結果として、κ中間子は
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K

中間子の2倍程度の質量を持つことがわかった。κ中間子はσ中間子と違い非結合ダイヤグラムが存在しないためクエンチ近似で充分な結果を得られることが予測される。このため、κ中間子のより正確な性質を検討するために、大きな格子におけるクエンチ近似でのκ中間子プロパゲーターのシミュレーションを計画した。平成16年度内にクエンチ近似によるシミュレーション用プログラムは完成した。
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